
埼
玉
Ｃ
Ｓ
Ｃ
交
流
会
の
代

表
者
会
議
が
６
月
16
日
、
開

催
さ
れ
た
。
各
サ
ー
ク
ル
や

同
窓
会
、
セ
ン
タ
ー
事
務
局

の
代
表
者
な
ど
が
集
ま
り
、

10
月
11
日
（
土
）
と
10
月
12

日
（
日
）
の
両
日
に
開
催
さ

れ
る
第
８
回
埼
玉
フ
ェ
ス
タ

に
つ
い
て
協
議
を
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
関
係
で
は
、
各

サ
ー
ク
ル
か
ら
提
案
の
あ
っ

た
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
時
間

調
整
を
行
い
、
そ
の
結
果
、

左
の
表
の
よ
う
に
決
定
し
た
。

10
月
11
日
の
土
曜
日
に
は
、

第
１
講
義
室
で
熟
年
会
の
公

開
勉
強
会
が
行
わ
れ
、
８
階

の
講
堂
で
は
、
ソ
シ
ア
ル
ダ

ン
ス
ク
ラ
ブ
が
華
や
か
な
ダ

ン
ス
を
披
露
す
る
。
そ
の
他
、

未
来
の
会
に
よ
る
民
話
の
継

語
り
が
あ
る
ほ
か
、
放
送
大

学
の
來
生
新
副
学
長
の
公
開

講
演
会
「
200
カ
イ
リ
時
代
の

日
本
の
海
の
管
理
」
も
楽
し

み
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
だ
。
講
演

会
の
後
に
は
、
來
生
副
学
長

を
囲
ん
で
、
茶
話
会
が
予
定

さ
れ
て
い
る

翌
12
日
の
日
曜
日
は
、
第

１
講
義
室
で
フ
ェ
ス
タ
恒
例

の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
で
オ
ペ
ラ
を
楽
し

む
オ
ペ
ラ
鑑
賞
会
が
あ
り
、

８
階
講
堂
で
は
健
康
体
操
や

朗
読
の
会
「
心
」
に
よ
る
朗

読
、
オ
カ
リ
ナ
演
奏
と
盛
り

だ
く
さ
ん
で
あ
る
。

そ
し
て
、
フ
ェ
ス
タ
は
最

後
に
恒
例
の
懇
親
会
パ
ー
テ
ィ

で
幕
を
閉
じ
る
。

２
日
間
共
通
の
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
、
各
団
体
活
動
の
展

示
（
第
２
講
義
室
）
、
バ
ザ
ー

（
第
３
講
義
室
）
、
個
人
作

品
展
示
（
第
４
・
５
講
義
室
）

が
予
定
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、

９
階
ロ
ビ
ー
に
は
、
お
馴
染

み
の
茶
席
も
設
け
ら
れ
る
。

ま
た
、
同
じ
９
階
ロ
ビ
ー
で
、

俳
句･

川
柳
大
会
も
開
催
さ

れ
る
予
定
で
あ
る
。

埼
玉
フ
ェ
ス
タ
で
は
毎
年
、

多
く
の
学
生
や
同
窓
生
が
参

加
し
て
、
非
常
に
盛
り
上
が

る
が
、
今
年
も
沢
山
の
参
加

者
を
得
て
、
楽
し
い
学
園
祭

に
な
る
よ
う
期
待
す
る
。

７
月
25
日
（
金
）
か
ら
８

月
３
日
（
日
）
ま
で
単
位
認

定
試
験
が
行
わ
れ
ま
す
。
試

験
時
間
を
確
認
し
、
時
間
に

遅
れ
な
い
よ
う
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。
学
生
証
を
受
け
取
っ

て
い
な
い
方
は
早
め
に
受
け

取
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
８
月
１
日
と
５
日

は
臨
時
閉
所
と
な
り
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

平
成
26
年
度
第
２
学
期
の

科
目
登
録
期
間
は
、
郵
送
に

よ
る
場
合
は
平
成
26
年
８
月

15
日
（
金
）
か
ら
８
月
30
日

（
土
）
〈
大
学
本
部
必
着
〉

で
す
。
シ
ス
テ
ム
Ｗ
Ａ
Ｋ
Ａ

Ｂ
Ａ
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）

に
よ
る
場
合
は
、
８
月
31
日

（
日
）
24
時
ま
で
で
す
。
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
登
録
は
、

科
目
登
録
申
請
期
間
内
で
あ

れ
ば
申
請
内
容
が
変
更
で
き

ま
す
。
た
だ
し
、
す
べ
て
の

科
目
を
取
り
消
す
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
の
で
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

左
記
日
程
に
て
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
（
学
習
相
談
を

含
む
）
を
開
催
し
ま
す
。

（
在
学
生
も
参
加
で
き
ま
す
。
）

開
催
日

８
月
９
日
（
土
）
、

８
月
17
日
（
日
）

時

間

い
ず
れ
も
14
時
～

内

容

大
学
の
概
要
説
明
、

履
修
案
内
、
卒
業
生
の
体
験

談
、
施
設
見
学
、
個
別
相
談

な
ど
。

平
成
26
年
度
２
学
期
（
10

月
入
学
）
の
学
生
募
集
中
で

す
。
出
願
受
付
は
8
月
31
日

（
日
）
ま
で
で
す
。

皆
さ
ん
の
周
り
に
放
送
大

学
に
興
味
・
関
心
の
あ
る
方

が
お
り
ま
し
た
ら
是
非
、
ご

紹
介
く
だ
さ
い
。
紹
介
さ
れ

た
方
が
入
学
し
た
場
合
、
薄

謝
を
進
呈
い
た
し
ま
す
。

日
時
＝
８
月
９
日
（
土
）

15
時
半
～
17
時

演
題
＝
「
原
発
23
km
で
の
医

療
支
援
・
今
現
場
で
何
が
起

き
て
い
る
か
」

講
師
＝
坪
倉
正
治
（
東
京
大

学
医
科
学
研
究
所
研
究
員
）

場
所
＝
埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー

８
階

講
堂

学
生
研
修
旅
行
の
日
程
が

決
ま
り
ま
し
た
。

申
し
込
み
方
法
等
の
詳
細

は
、
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
・
掲
示
等
に
よ
り
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

実
施
日
＝
11
月
4
日
（
火
）

研
修
先
＝
筑
波
山
、
筑
波
宇

宙
セ
ン
タ
ー
（
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
）

第３３号 学 生 新 聞 平成２６年７月１７日1

放送大学

埼玉学習センター

埼玉CSC交流会
学生新聞

編集委員会

〒330-0853

さいたま市大宮区

錦町682-2

TEL048-650-2611

学
生
新
聞

第８回フェスタも多彩なイベント
昨年以上に期待される盛り上がり

１１日の公開講演会は來生新副学長

「
埼
玉
Ｃ
Ｓ
Ｃ
交

流
会
」
笹
原
誠
二

前
号
で
埼
玉
学

習
セ
ン
タ
ー
に
は

15

団
体
の
サ
ー
ク

ル
が
あ
り
、
独
自

の
活
動
に
よ
り
会

員
の
懇
親
を
図
っ
て
い
る
と

述
べ
た
が
、
こ
の
埼
玉
学
習

セ
ン
タ
ー
独
自
の
活
動
組
織

と
し
て
、
「
埼
玉
Ｃ
Ｓ
Ｃ
交

流
会
」
が
あ
る
。
こ
の
交
流

会
は
、
各
サ
ー
ク
ル
の
Ｃ
、

同
窓
会
の
Ｓ
（
サ
ク
ラ
ソ
ウ
）
、

学
習
セ
ン
タ
ー
の
Ｃ
が
一
体

と
な
っ
て
、
埼
玉
学
習
セ
ン

タ
ー
を
楽
し
い
学
び
の
場
所

と
し
て
懇
親
・
交
流
を
図
っ

て
い
こ
う
と
い
う
目
的
で
結

成
さ
れ
た
全
国
初
め
て
の
団

体
間
の
横
割
り
組
織
で
あ
る
。

主
た
る
活
動
内
容
は
、
毎

年
10
月
中
旬
の
土
曜
、
日
曜

の
２
日
間
に
わ
た
っ
て
盛
り

沢
山
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、

特
に
、
大
学
本
部
の
学
長
や

副
学
長
の
「
講
演
会
」
や
最

終
日
の
「
Ｃ
Ｓ
Ｃ
交
流
パ
ー

テ
ィ
」
は
大
勢
の
参
加
者
を

得
て
、
ま
さ
に
圧
巻
の
雰
囲

気
を
か
も
し
出
す
。
ぜ
ひ
参

加
し
て
、
埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー

の
盛
り
上
が
り
を
感
じ
て
ほ

し
い
。
今
年
も
10
月
11
日
と

12
日
の
２
日
間
で
開
催
さ
れ

第
８
回
目
を
迎
え
る
。

交
流
会
の
も
う
一
つ
の
事

業
と
し
て
、
「
学
生
新
聞
の

発
行
」
が
あ
る
。
こ
の
新
聞

は
隔
月
で
年
６
回
発
行
さ
れ

て
お
り
、
今
回
で
第
33
号
を

数
え
る
。
こ
の
新
聞
を
読
め

ば
、
大
学
の
情
報
や
セ
ン
タ
ー

内
の
催
し
事
を
一
目
瞭
然
で

知
る
こ
と
が
で
き
る
し
、
投

稿
コ
ー
ナ
ー
、
サ
ー
ク
ル
案

内
、
各
地
へ
の
探
訪
コ
ー
ナ
ー

の
記
事
等
で
諸
々
の
情
報
が

把
握
で
き
る
。
わ
ず
か
裏
表

２
ペ
ー
ジ
の
紙
面
で
は
あ
る

が
、
そ
の
内
容
は
大
変
濃
い

新
聞
な
の
で
あ
る
。

学生手帳

５
月
13
日
、
大
宮
駅
か
ら

東
北
新
幹
線
で
２
時
間
足
ら

ず
、
盛
岡
駅
に
到
着
し
た
。

今
回
の
岩
手
学
習
セ
ン
タ
ー

訪
問
の
目
的
は
、
放
送
大
学

同
窓
会
連
合
会
と
し
て
「
同

窓
会
開
設
」
の
お
願
い
を
す

る
こ
と
で
あ
っ
た
。
放
送
大

学
50
学
習
セ
ン
タ
ー
の
う
ち
、

同
窓
会
が
な
い
の
は
岩
手
と

福
島
の
２
学
習
セ
ン
タ
ー
の

み
で
あ
る
。
連
合
会
か
ら
齊

藤
会
長
と
全
国
化
と
ブ
ロ
ッ

ク
化
担
当
理
事
の
３
名
が

「
全
て
の
学
習
セ
ン
タ
ー
に

同
窓
会
を
」
の
悲
願
を
携
え

て
の
訪
問
で
あ
る
。
こ
れ
を

齋
藤
所
長
と
篠
村
事
務
長
が

受
け
て
く
だ
さ
り
、
や
や
固

い
表
情
で
話
は
始
ま
っ
た
。

話
す
ほ
ど
に
、
同
学
習
セ
ン

タ
ー
が
学
生
に
対
し
と
て
も

手
厚
い
対
応
を
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
判
っ
て
き
た
。

岩
手
で
は
学
友
会
が
組
織

さ
れ
、
年
間
を
通
し
て
学
友

祭
や
納
涼
祭
、
齋
藤
サ
ロ
ン

の
開
催
や
研
修
旅
行
、
忘
年

会
な
ど
、
セ
ン
タ
ー
と
一
体

と
な
っ
て
し
っ
か
り
活
動
さ

れ
て
い
る
様
子
で
あ
る
。

特
に
昨
年
の
学
友
祭
は
、

岩
手
学
習
セ
ン
タ
ー
開
設
20

周
年
行
事
と
連
動
さ
せ
て
、

盛
大
に
行
な
わ
れ
た
と
の
こ

と
。
そ
の
時
セ
ン
タ
ー
職
員

の
方
々
が
作
成
し
た
20
枚
も

の
パ
ネ
ル
を
見
せ
て
頂
い
た

が
、
年
毎
に
立
派
に
ま
と
め

ら
れ
て
い
た
。
ま
た
廊
下
に

は
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

の
テ
レ
ビ
く
ん
と
ア
ン
テ
ナ

さ
ん
の
イ
ラ
ス
ト
が
ず
ら
り

と
展
示
し
て
あ
っ
た
。
こ
れ

は
セ
ン
タ
ー
職
員
の
中
島
さ

ん
が
セ
ン
タ
ー
機
関
紙
イ
ー

ハ
ト
ー
ブ
（
宮
沢
賢
治
の
造

語
で
岩
手
の
こ
と
）
に
描
か

れ
て
い
る
イ
ラ
ス
ト
で
、
と

て
も
親
し
み
や
す
く
可
愛
い

く
て
、
楽
し
く
拝
見
し
た
。

セ
ン
タ
ー
内
は
事
務
室
と

図
書
室
、
視
聴
室
が
隣
接
し

て
お
り
、
大
き
な
ガ
ラ
ス
窓

で
仕
切
ら
れ
て
い
て
、
学
生

の
様
子
が
事
務
室
か
ら
一
望

で
き
る
。
そ
の
せ
い
か
、
セ

ン
タ
ー
全
体
の
雰
囲
気
が
学

生
と
と
て
も
近
い
よ
う
に
感

じ
ら
れ
た
。
岩
手
学
習
セ
ン

タ
ー
は
岩
手
大
学
キ
ャ
ン
パ

ス
の
中
に
あ
っ
て
、
玄
関
横

に
は
大
き
な
桜
の
木
が
あ
る
。

そ
の
大
木
を
囲
む
よ
う
に
配

置
さ
れ
た
建
物
か
ら
は
、
ど

こ
か
ら
で
も
桜
の
木
を
見
る

こ
と
が
で
き
る
。
春
に
は
毎

年
、
こ
の
見
事
な
桜
の
下
で

花
見
を
さ
れ
る
そ
う
で
、
満

開
の
桜
を
観
て
み
た
い
。

人
に
は
会
っ
て
み
る
も
の
、

話
し
て
み
る
も
の
。
お
互
い

固
か
っ
た
表
情
が
、
帰
る
頃

に
は
す
っ
か
り
変
わ
っ
て
い

た
。
互
い
の
気
持
ち
を
理
解

し
、
焦
ら
ず
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
を
尊
重
し
あ
い
な
が
ら
歩

を
進
め
る
こ
と
を
確
認
で
き

た
よ
う
に
思
っ
た
。

岩
手
学
習
セ
ン
タ
ー

放
送
大
学
埼
玉
同
窓
会

会
長

森
岡
加
代

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

及
び
学
習
相
談

第
２
学
期
の
科
目
登
録

期
限
を
忘
れ
ず
に

単
位
認
定
試
験
は

７
月
25
日
か
ら

平
成
26
年
度
第
２
学
期

学
生
を
募
集
中

探
訪
コ
ー
ナ
ー

岩手山に見守られた岩手学習センター

公
開
講
演
会
の
ご
案
内

８
月
９
日
８
Ｆ
講
堂

講
師
は
坪
倉
正
治
氏

岩
手
南
部
巡
検
は
、
岩
手
県

南
部
を
歩
き
な
が
ら
、
一
関
の

歴
史
、
岩
手
県
南
部
の
自
然
、

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
津
波
の

被
害
と
現
在
の
復
興
状
況
、
民

話
の
ふ
る
さ
と
と
い
わ
れ
る
遠

野
、
そ
し
て
世
界
遺
産
に
登
録

さ
れ
た
平
泉
の
景
観
等
を
観
察

し
て
、
そ
れ
ら
の
意
味
を
理
解

す
る
の
が
目
的
で
、
５
月
７
日

か
ら
９
日
に
行
わ
れ
、
全
国
か

ら
30
名
の
学
生
が
集
ま
り
ま
し

た
。講

師
で
あ
る
菅
野
所
長
が
、

陸
前
高
田
市
の
出
身
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
今
回
、
岩
手
県
で

の
面
接
授
業
が
実
現
し
ま
し
た
。

受
講
生
の
中
で
最
も
関
心
の
あ
っ

た
被
災
地
の
巡
検
で
す
が
、
バ

ス
か
ら
陸
前
高
田
市
を
眺
め
る

と
、
被
災
直
後
の
瓦
礫
は
き
れ

い
に
撤
去
さ
れ
、
「
何
も
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
町
」
が
そ
こ

に
あ
り
ま
し
た
。
目
立
つ
の
は
、

土
地
を
か
さ
上
げ
す
る
た
め
に

隣
接
す
る
山
を
削
り
、
直
接
土

砂
を
運
搬
す
る
た
め
の
巨
大
ベ

ル
ト
コ
ン
ベ
ア
と
、
そ
の
作
業

を
補
う
た
め
に
大
量
の
土
砂
を

運
搬
す
る
ダ
ン
プ
カ
ー
の
姿
で

し
た
。

４
時
間
程
度
の
滞
在
で
し
た

が
、
奇
跡
の
一
本
松
や
慰
霊
碑

な
ど
の
見
学
、
地
元
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
や
市
役
所
都
市
計
画
課
長
よ

り
貴
重
な
お
話
が
聞
け
た
こ
と
、

ま
た
、
何
よ
り
印
象
に
残
っ
た

こ
と
は
、
「
日
頃
支
援
活
動
を

し
て
い
な
い
の
に
、
被
災
地
へ

行
っ
て
も
い
い
の
か
、
迷
惑
に

な
ら
な
い
の
か
？
」
と
不
安
だ
っ

た
私
に
、
一
面
空
き
地
が
広
が

る
陸
前
高
田
市
の
中
心
部
で
、

今
も
残
る
３
階
建
て
の
ビ
ル
を

見
学
し
た
時
、
そ
の
所
有
者
で

津
波
に
よ
り
両
親
と
弟
を
亡
く

さ
れ
た
米
沢
さ
ん
か
ら
、
「
皆

さ
ん
が
わ
ざ
わ
ざ
こ
こ
ま
で
来

て
く
れ
た
だ
け
で
嬉
し
い
で
す

よ
」
と
声
を
掛
け
ら
れ
た
こ
と

で
し
た
。

岩
手
南
部
巡
検
の
よ
う
に
学

外
で
行
う
面
接
授
業
は
、
毎
学

期
、
全
国
の
学
習
セ
ン
タ
ー
で

い
く
つ
か
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

学
外
で
行
う
面
接
授
業
の
魅
力

は
、
講
師
や
学
生
同
士
（
日
頃

見
え
な
い
友
）
と
の
親
密
な
交

流
や
、
観
光
旅
行
で
は
味
わ
え

な
い
貴
重
な
体
験
が
で
き
る
こ

と
で
す
。
授
業
料
以
外
に
交
通

費
や
宿
泊
費
な
ど
も
か
か
り
ま

す
が
、
日
頃
頑
張
っ
て
い
る

（
頑
張
っ
て
き
た
）
ご
褒
美
も

兼
ね
て
、
あ
な
た
も
受
講
さ
れ

た
ら
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

面
接
授
業
「
岩
手
南
部
巡
検
」
に
参
加
し
て

教
務
係
長

菅
原
雅
人

学
生
研
修
旅
行
は

11
月
４
日

（
火
）

筑
波
宇
宙
セ
ン
タ
ー



★
８
月
22
日
（
金
）

「
後
期
活
動
計
画
策
定
」

埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー
に

13
時
集
合

★
９
月
18
日
（
木
）

六
本
木
の
国
立
新
美
術
館

に
て
「
オ
ル
セ
ー
美
術
館

展
」
を
鑑
賞
。

東
京
メ
ト
ロ
千
代
田
線
の

乃
木
坂
駅
６
番
出
口
に

10
時
集
合

《
注
意
》
学
生
証
を
持
参

★
毎
月
第
２
・
第
４
木
曜
日

８
月
は
夏
休
み
で
休
会

９
月
11
日
、
９
月
18
日
、

第
５
講
義
室
に
て

13
時
～
16
時
30
分

★
体
験
歓
迎

★
毎
週
火
曜
日
に
開
催

８
月
19
日
、
26
日

９
月
２
日
、
９
日
、

16
日
、
30
日

い
ず
れ
も
10
時
半
～
12
時

★
公
開
特
別
勉
強
会

「
軍
師
、
官
兵
衛
に
訊
け
」

８
月
16
日
（
土
）

13
時
半
～
15
時
半

★
定
例
会･

勉
強
会
＝

毎
月
第
２
火
曜
日
13
時
～

８
月
12
日
、
９
月
９
日

★
パ
ソ
コ
ン
楽
習
会
＝

第
２
以
外
の
火
曜
日

10
時
15
分
～
15
時
15
分

午
前
中
ワ
ー
ド
、
午
後

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど

試
験
の
た
め
７
月
は
休
み
。

８
月
19
日
よ
り
再
開

★
８
月
の
イ
ベ
ン
ト

８
月
21
日
（
木
）

青
春
18
切
符
の
旅

「
八
ヶ
岳
高
原
と
飯
盛
山
」

★
９
月
の
イ
ベ
ン
ト

９
月
18
日
（
木
）

東
京
湾
遊
覧
と
フ
ジ
テ
レ

ビ
＆
船
の
科
学
館
見
学

★
毎
週
火
曜
日

午
後
１
時
よ
り

８
月
の
開
催
日
は･

･･

12
日
、
19
日
、
26
日

★
8
月
9
日
（
土
）

15
時
半
～
17
時

埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー
主
催

の
公
開
講
演
会
会
場
で

放
送
大
学
叢
書
の
販
売

場
所
＝
埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー

８
階

講
堂

33
号
新
聞
が
発
行
さ
れ
る

と
間
も
な
く
、
今
年
度
前
期

の
単
位
認
定
試
験
が
始
ま
る
。

日
頃
の
学
習
の
成
果
を
是
非
、

存
分
に
発
揮
し
て
欲
し
い
。

ま
た
、
鬱
陶
し
か
っ
た
梅

雨
が
終
わ
り
を
告
げ
、
待
ち

に
待
っ
た
ま
ぶ
し
い
夏
を
迎

え
る
。
夏
休
み
の
計
画
を
い

ろ
い
ろ
と
予
定
し
て
い
る
方

も
沢
山
い
る
事
だ
ろ
う
。
熱

中
症
や
事
故
な
ど
に
注
意
し

て
、
楽
し
い
夏
期
休
暇
に
し

た
い
で
す
ね
。

（
冬
）
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お
雇
い
外
国
人
フ
ラ
ン
ソ

ワ
・
ポ
ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ナ

（
以
下
「
ブ
リ
ュ
ナ
」
と
表

現
す
る
）
が
、
当
時
と
し
て

は
世
界
最
大
規
模
の
富
岡
製

糸
場
を
設
立
・
運
営
す
る
役

割
を
果
た
し
た
技
量
を
い
か

に
し
て
体
得
し
た
か
、
そ
の

原
点
を
検
証
す
る
た
め
の
現

地
（
フ
ラ
ン
ス
）
調
査
報
告

書
を
要
約
す
る
。

ブ
リ
ュ
ナ
の
祖
父
は
地
主

と
商
人
を
兼
ね
た
高
額
納
税

者
で
あ
っ
た
。
市
会
議
員
と

し
て
、
ま
た
数
回
、
市
長
と

し
て
活
躍
し
て
お
り
、
子
供

は
３
人
で
あ
っ
た
。
ブ
リ
ュ

ナ
の
父
は
シ
ル
ク
工
場
を
経

営
す
る
一
方
、
治
安
判
事
代

理
等
複
数
の
要
職
お
よ
び
、

市
長
と
し
て
活
躍
し
た
。
し

か
し
絹
貿
易
の
事
業
に
失
敗

し
、
一
時
期
、
経
済
的
に
や

や
困
窮
し
た
時
期
も
あ
っ
た
。

子
供
は
男
２
人
・
女
３
人
が

お
り
、
次
男
に
ブ
リ
ュ
ナ

（
１
８
４
０
年
６
月
30
日
～

１
９
０
８
年
５
月
7
日
）
が

い
る
。

学
業
成
績
優
秀
な
ブ
リ
ュ

ナ
は
バ
カ
ロ
レ
ア
を
取
得
し

た
。
し
か
し
、
彼
は
就
職
の

道
を
選
び
、
１
８
６
６
年
頃

フ
ラ
ン
ス
の
生
糸
貿
易
商
社

エ
シ
ュ
ト
・
リ
リ
ア
ン
タ
ー

ル
商
社
に
入
社
し
た
。
１
８

６
６
年
生
糸
検
査
人
と
し
て

来
日
し
、
横
浜
の
同
業
者
間

で
は
、
生
糸
の
エ
キ
ス
パ
ー

ト
と
し
て
認
め
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。

ブ
リ
ュ
ナ
の
日
本
で
の
活

躍
は
、
富
岡
製
糸
場
建
設
と

運
営
に
尽
き
る
が
、
工
女
の

寄
宿
制
度
に
つ
い
て
触
れ
て

お
く
。
１
８
８
０
年
代
フ
ラ

ン
ス
で
は
、
「
男
子
は
軍
隊

で
、
女
子
は
製
糸
工
場
で
社

会
の
規
律
・
規
範
を
身
に
つ

け
た
」
と
言
わ
れ
て
お
り
、

ブ
リ
ュ
ナ
は
こ
の
制
度
を
富

岡
製
糸
場
の
モ
デ
ル
に
し
た

可
能
性
が
あ
る
。

こ
こ
で
ブ
リ
ュ
ナ
の
妻
に

つ
い
て
述
べ
る
。
ブ
リ
ュ
ナ

の
妻
の
名
は
ア
レ
ク
サ
ン
ド

リ
ー
ヌ
と
言
い
、
ブ
リ
ュ
ナ

が
富
岡
製
糸
場
の
諸
機
材
調

達
の
た
め
に
一
時
帰
国
し
た

時
に
結
婚
し
た
と
思
わ
れ
る
。

彼
女
の
父
親
は
パ
リ
で
有
名

な
オ
ル
ガ
ン
奏
者
で
あ
り
、

作
曲
家
で
も
あ
っ
た
。
母
親

は
オ
ペ
ラ
歌
手
で
あ
っ
た
。

彼
女
自
身
が
、
姉
と
と
も
に

大
演
奏
会
に
お
い
て
ピ
ア
ノ

の
演
奏
が
で
き
る
技
量
を
持
っ

て
お
り
、
明
治
６
年
皇
太
后
、

皇
后
の
行
啓
の
折
、
ピ
ア
ノ

演
奏
を
行
い
、
両
后
宮
の
旅

を
癒
や
し
た
と
思
わ
れ
る
。

ブ
リ
ュ
ナ
夫
妻
に
は
、
富
岡

製
糸
場
創
業
間
近
な
１
８
７

２
年
７
月
に
女
子
が
生
ま
れ
、

同
年
12
月
に
横
浜
の
教
会
で

洗
礼
を
受
け
て
い
る
。

日
本
で
の
契
約
期
間
満
了

後
ブ
リ
ュ
ナ
は
、
１
８
８
５

年
横
浜
港
か
ら
次
の
活
躍
場

所
で
あ
る
上
海
へ
向
か
っ
た
。

上
海
で
は
一
時
的
に
被
雇
用

者
に
な
っ
た
時
も
あ
っ
た
が
、

自
ら
、
製
糸
工
場
を
経
営

（
ブ
リ
ュ
ナ
商
会
）
し
、
清

（
当
時
の
中
国
の
名
称
）
の

生
糸
生
産
に
大
な
る
貢
献
を

し
た
。
ま
た
、
１
８
８
４
年

に
は
、
フ
ラ
ン
ス
商
工
会
議

所
の
ベ
ト
ナ
ム
・
ト
ン
キ
ン

に
お
け
る
養
蚕
・
製
糸
業
開

発
等
の
調
査
に
同
行
し
、
詳

細
な
報
告
を
作
成
し
て
お
り
、

か
れ
の
果
た
し
た
役
割
が
、

フ
ラ
ン
ス
に
と
っ
て
国
家
的

功
績
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

当
時
の
上
海
に
お
け
る
フ
ラ

ン
ス
租
界
（
治
外
法
権
の
居

留
地
）
の
拡
張
に
も
、
重
要

な
役
割
を
果
た
し
た
。

フ
ラ
ン
ス
国
家
は
、
１
９

０
０
年
12
月
、
パ
リ
万
博
の

年
に
、
彼
に
レ
ジ
オ
ン
・
ド
・

ヌ
ー
ル
勲
章
シ
ュ
バ
リ
エ

（
騎
士
）
を
叙
勲
し
た
。

１
９
０
６
年
夏
、
ブ
リ
ュ

ナ
は
ブ
リ
ュ
ナ
商
会
を
譲
渡

し
、
帰
国
の
途
に
つ
い
た
。

同
年
８
月
横
浜
港
へ
寄
港
す

る
と
、
富
岡
製
糸
場
へ
も
足

を
運
び
、
旧
情
を
偲
ん
だ
後
、

９
月
下
旬
に
フ
ラ
ン
ス
へ
向

か
っ
た
。
帰
国
し
た
ブ
リ
ュ

ナ
一
家
は
パ
リ
の
高
級
住
宅

街
に
居
を
構
え
た
が
、
１
９

０
８
年
５
月
７
日
に
永
眠
し

た
。
パ
リ
に
住
ん
で
一
年
余

で
あ
っ
た
。

投
稿
コ
ー
ナ
ー

サ
ー
ク
ル
案
内

サ
ー
ク
ル

お
お
み
や

江
戸
時
代
の

古
文
書
を
読
む
会

放
送
大
学
熟
年
会

健
康
体
操
研
究
会

編
集
後
記

何
だ
ろ
う
、
こ
の
祠
は
？

何
故
、
歩
道
を
塞
ぐ
よ
う
な

邪
魔
な
位
置
に
立
っ
て
い
る

の
だ
ろ
う
？

そ
う
考
え
た
事
が
、
埼
玉

に
関
す
る
地
域
の
伝
承
を
調

べ
て
み
よ
う
と
考
え
た
き
っ

か
け
に
な
っ
た
。

祠
が
建
て
ら
れ
て
い
る
場

所
は
、
さ
い
た
ま
新
都
心
駅

の
正
面
に
向
か
っ
て
左
側
の

旧
中
山
道
の
歩
道
で
あ
る
。

祠
の
中
に
は
二
体
の
石
仏
が

あ
り
、
右
の
石
仏
に
は
「
お

女
郎
地
蔵
」
、
左
の
石
仏
に

は
「
火
の
玉
不
動
」
と
さ
い

た
ま
市
教
育
委
員
会
の
説
明

が
付
さ
れ
て
い
る
。

地
蔵
舎
の
背
面
に
は
「
鴻

沼
（
高
沼
）
用
水
と
高
台
橋
」

の
説
明
札
が
掲
げ
て
あ
る
。

高
沼
（
こ
う
ぬ
ま
）
用
水
は

か
つ
て
Ｖ
字
型
に
掘
ら
れ
た

深
い
用
水
路
だ
っ
た
が
、
旧

中
山
道
の
東
側
は
暗
渠
に
な

り
、
橋
で
あ
る
こ
と
に
気
付

か
な
い
。
西
側
は
赤
い
レ
ン

ガ
の
高
台
橋
の
下
を
く
ぐ
り
、

駅
ホ
ー
ム
下
の
暗
渠
に
流
れ

込
ん
で
い
る
。

余
談
だ
が
、
高
沼
用
水
は
、

八
代
将
軍
徳
川
吉
宗
が
享
保

一
三
年
（
１
７
２
８
年
）
に

見
沼
代
用
水
西
縁
を
掘
削
し

た
折
り
に
掘
ら
れ
た
。
見
沼

代
用
水
か
ら
北
袋
村
で
分
水

し
て
高
沼
の
水
田
を
潤
し
、

鴻
沼
川
に
排
水
し
て
い
る
。

こ
れ
は
見
沼
代
用
水
と
ほ
ぼ

同
じ
構
造
で
、
270
年
以
上
経

過
し
た
現
在
で
も
当
時
の
面

影
を
よ
く
残
し
て
い
る
歴
史

的
遺
構
で
あ
る
。

さ
て
多
少
、
寄
り
道
を
し

た
が
、
こ
の
祠
に
祀
ら
れ
る

二
体
の
石
仏
に
は
、
中
山
道

大
宮
宿
用
水
路
に
関
わ
る
伝

説
が
あ
る
。

《
お
女
郎
地
蔵
》

昔
、
大
宮
の
宿
に
柳
家
と

い
う
旅
籠
が
あ
っ
た
。
旅
籠

に
は
千
鳥
と
都
鳥
と
い
う
姉

妹
が
お
り
、
飯
盛
女
と
し
て

旅
人
の
相
手
を
し
て
い
た
。

こ
の
姉
妹
は
幼
い
頃
に
親
に

捨
て
ら
れ
、
宿
場
の
人
に
拾

わ
れ
育
て
ら
れ
て
き
た
。
し

か
し
、
そ
の
養
い
親
が
長
い

病
の
後
亡
く
な
り
、
借
金
だ

け
が
残
っ
て
し
ま
っ
た
。
恩

を
受
け
た
養
い
親
の
借
金
を

返
す
為
に
姉
妹
は
、
柳
家
に

飯
盛
女
と
し
て
身
を
売
っ
た

の
で
あ
る
。

美
し
い
姉
妹
は
街
道
筋
の

評
判
と
な
り
、
男
に
生
ま
れ

た
か
ら
に
は
、
た
と
え
一
夜

だ
け
で
も
、
そ
の
姉
妹
と
仮

寝
の
夢
を
結
び
た
い
と
思
わ

ぬ
者
は
い
な
か
っ
た
。
そ
ん

な
数
あ
る
男
の
中
で
、
宿
場

の
材
木
屋
の
若
旦
那
と
姉
の

千
鳥
が
恋
仲
に
な
り
、
末
は

夫
婦
に
と
固
い
約
束
を
交
わ

し
た
の
だ
。

と
こ
ろ
が
、
悪
名
高
い
時

の
大
盗
賊
で
あ
る
神
道
徳
次

郎
が
千
鳥
を
見
染
め
た
の
で

あ
る
。
徳
治
郎
は
是
非
と
も

千
鳥
を
身
請
け
す
る
と
言
い

出
し
た
。
柳
家
の
主
人
は
千

鳥
と
材
木
屋
の
若
旦
那
が
恋

仲
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
知
っ

て
い
た
の
で
、
身
請
け
の
返

事
を
一
日
延
ば
し
に
延
ば
し

て
い
た
。
業
を
煮
や
し
た
徳

次
郎
は
、
い
ろ
い
ろ
な
嫌
が

ら
せ
を
し
た
挙
げ
句
、
身
請

け
が
で
き
な
い
の
な
ら
宿
に

火
を
付
け
る
と
凄
ん
で
き
た
。

千
鳥
は
こ
れ
を
知
っ
て
、

柳
家
に
迷
惑
を
掛
け
る
事
は

で
き
ず
、
し
か
し
、
若
旦
那

と
の
恋
を
諦
め
る
気
に
も
な

ら
ず
、
さ
ん
ざ
ん
悩
ん
だ
末
、

と
う
と
う
高
台
橋
か
ら
身
を

投
げ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
頃

か
ら
、
高
台
橋
辺
り
に
は
人

魂
が
飛
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
れ
は
千
鳥
の
霊
魂
で
は
な

い
か
と
哀
れ
に
思
っ
た
近
く

の
人
々
が
、
千
鳥
の
霊
魂
を

慰
め
る
た
め
に
「
お
女
郎
地

蔵
」
を
建
て
た
の
だ
と
云
わ

れ
て
い
る
。

因
み
に
、
数
々
の
悪
行
を

重
ね
た
挙
げ
句
に
、
神
道
徳

次
郎
は
寛
政
元
年
（
１
７
８

９
年
）
に
、
こ
の
高
台
橋
の

傍
ら
に
あ
る
刑
場
の
露
と
消

え
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

次
号
は
「
火
の
玉
不
動
」

に
つ
い
て
の
伝
承
を
書
く
予

定
だ
。

世
界
遺
産
「
富
岡
製
糸
場
」
③

お
雇
い
外
国
人
・
ブ
リ
ュ
ナ
の
物
語

荒
川
良
雄

埼
玉
同
窓
会

囲
碁
専
科

隻
腕
の
白
鳳
仏
や
朴
の
花

十
詩

一
隅
に
青
空
の
あ
り
六
月
会

安
代

あ
を
あ
を
と
岩
間
ゆ
き
か
ふ
雨
燕

保
子

ち
ち
は
は
の
触
れ
し
指
先
夏
椿

明
美

薄
曇
り
淡
き
ひ
か
り
の
夏
椿

由
美

父
の
庭
父
遠
く
し
て
沙
羅
の
花

規
子

日
の
色
を
余
さ
ず
夫
の
君
子
蘭

智
子

花
び
ら
は
羽
二
重
の
艶
夏
椿

八
重
子

紫
陽
花
や
旅
の
果
て
な
る
寺
泊

と
く
江

涼
し
さ
や
小
さ
き
塔
の
傘
飾
り

光
娥

（
つ
み
草
）

朗
読
の
会
「
こ
こ
ろ
」

俳

句

四
方
山
話

永
見
洋
介

祠
の
中
に
は
二
体
の
石
仏

歩
道
を
塞
ぐ
よ
う
に
建
つ
祠

現在の富岡製糸場を上空から見る

かつての富岡製糸場の俯瞰図

＊開催期間 10月11日(土)～12日(日)

＊開催場所 放送大学埼玉学習ｾﾝﾀｰ

＊出展資格 放送大学･教職員、学生、

卒業生(｢フェスタ参加券｣購入者)

＊募集種目(Ａ･Ｂ･Ｃ･Ｄ･Ｅ)

Ａ＝絵画(30号以下で展示可能な状態)

Ｂ＝書(額装･表装･帖等サイズを確認)

Ｃ＝写真(額装またはマット張り)

Ｄ＝俳句･短歌･貼り絵･絵手紙等

Ｅ＝陶芸･刺繍･生花･彫刻等

＊申込締切 ９月20日

＊申込方法 埼玉学習ｾﾝﾀｰに｢出展申込

書」を郵送またはＦＡＸ

＊ＦＡＸ：048-650-2615

第8回埼玉フェスタ
出展作品の募集


